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研究成果の概要（和文）：気候変動（地球温暖化）によって生じている可能性の高い大雪高山生態系の遷移（レ
ジームシフト）のモデル解析をフィールド現場での測定及び生態系回復実験のデータと照合しつつ定量的なモデ
ル解析を行なった。初期土壌水分量を積雪量で除した値等複数の無次元パラメータを用いて、ササ刈取りによる
翌シーズンの初期土壌水分量の経年変化（上昇）を理論解析し、それに伴う高山植生の安定相の相構造変化をグ
ラフを使ってシミュレーション解析することで、ササ刈取り前の土壌水分量とササ刈取り最中のシーズン最初の
初期土壌水分量の測定値から、高山植生が安定的に回復するまでに必要なササ刈取りの継続年数を推定する方法
論を見出した。

研究成果の概要（英文）：To propose how to recover already degraded alpine vegetation through the 
regime shift under climate change especially global warming, we have performed model analyzing  
based on the state structure quantitative analysis in terms of several dimensionless parameters,　
referring to field measurement data and recovery experiment data in our research field. It has been 
found that the plausible values of the parameters in our model can explain the degraded alpine 
vegetation in our field as a regime shift, and the initial soil water content increased by cutting 
dwarf bamboo on the ground can recover the favorable stable state structure, and as a result our 
degraded alpine vegetation can be recovered within a reasonable value of dimensionless parameters in
 our model.

研究分野： 数理科学

キーワード： レジームシフト　高山植生遷移・回復　気候変動　数理モデル解析　相構造解析
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研究成果の学術的意義や社会的意義
数理モデルの中の定量的解析は、同じ量の比の形で無次元化したパラメータを使って行ない、空間スケールに依
存しない条件で遂行するという方法論を確立できたことで、大雪山という具体的な場所に限られない、気候変動
による高山植生遷移の一般的な解析手段として学術的意義をもつと考えられる。また「ササの刈取り」という方
法論の具体的な条件設定（刈取り期間、間隔等）を変えたときの成果を、フィールドの測定データ（土壌水分量
の時系列データ等）から推し量るための定量的なシミュレーションの方法を確立し、高山植生が安定的に回復す
るまでに必要なササ刈取りの継続年数を推定する方法論を見出すことが出来たことの社会的意義は大きい。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

 研究分担者の工藤を代表者とする科研費研究（基盤研究Ｂ：平成 21～23）では、近年

の雪解け時期の早まりが北海道大雪山系における急速な高山植生変化を引き起こしてい

ることを明らかにした。特に、バイオマスが大きいチシマザサの分布拡大が、他の高山

植生の存続を抑制している事実が判明し、ササの挙動が高山生態系に多大な影響を及ぼ

す可能性が示された。 

 本研究代表者である矢吹は、雪解け時期の早まりが土壌への融雪水の流入期間を短縮

することにより、高山植生に「レジームシフト」が生じている可能性を検証する数理モ

デル（説明モデルとしての平均場モデル）を構築し、一定の成果を収めた。レジームシ

フトは以下の３条件が満たされるときに進行する(矢吹による整理)： 

１）系の急激な変化（生物群集中の種構成の急激な変化など）が短期間で生じる。 

２）系の変化を引き起こす原因である環境の変化は、突然ではなく緩慢に進行している。 

３）環境変数の閾値に履歴依存性、「ヒステリシス」が存在する。即ち、系が変化すると

きよりも回復するときのほうがより厳しい環境条件が必要になる。 

 レジームシフトの概念は R.May（1977; Nature 269, 471-477）によって提起され、

Scheffer et al. （2001; Nature 413, 591-596）によってメカニズムの理解が進み、その

根底にフィードバック機構の存在が示されている。気候変動が植生に与えるレジームシ

フトについては、(Sternberg 2001; Glob.Ecol.Biogeography 10,369- 378)によって乾季

降水量と植生比率の間のフィードバック機構により、所謂「緑のサハラ」と「砂漠のサ

ハラ」の間で相転換が生じる可能性が“半定量的”に指摘されている)。また、湖沼生態

系に関しては Genkai-Kato ＆. Carpenter (2005.Ecology, 86, 210–219 他)によって栄養

塩濃度(リン)と植物プランクトン密度のフィードバックによって生じるレジームシフト

が数理的に解析されていた。 

 

２．研究の目的 
 気候変動に伴う環境変化が急速な高山植生変化（劣化）を引き起こしている現状に基づ
き、その基本的なメカニズムと動向を数理モデルの構築と解析により解明し、現場での
測定、修復実験（ササの刈取り実験）のデータを参照しつつその植生回復の可能性を理
論的に解析することを目的とする。具体的には、急速なササの分布拡大や土壌乾燥化に
より高山植物群集の種多様性が急速に低下し、高山植生が衰退している現象を研究対象
として、高山生態系に固有な植生変動メカニズムを解析する数理モデルの構築、解析を
行う。申請者らはこれまでに、説明モデルの構築を行いその一部を公表していたが、本
研究で更にフィールドでの観察・観測データに基づいた定量的な予測を可能にする分析
モデルへの発展、展開を目指す。気候変動に伴う高山生態系の環境変化と植生変化が、
様々な生態系変化の中で注目を集めている短期間で生じる準非可逆な変化としての「レ
ジームシフト」である可能性を定量的に考察し、そのレジリエンス（回復力）の定量的
な評価方法を確立することで、高山生態系保全政策に資する理論構築の確立を目的とす
る。 

 
３．研究の方法 
 数年・１年・１日単位という時間スケールの階層性を基本枠組みとする一般性の高い
モデル構造を構築し、この基本構造に基づいて構築された分析モデルを用いて、温暖化
等の地球環境の変化がレジームシフトのような植生変化を生じさせることを検証する。
高山植生における融雪水、降雪量の水環境のダイナミクスを、日単位での微分方程式の
定式化によって解析し、次に生態変数（チシマザサの被覆率）と、微分方程式から得た
水環境変数（土壌水分等）を１年間の特徴的な時刻（日）における値で代表することで、
両者の間のフィードバック作用に基づいて生態変数についての安定相の消長を定量的に
解析し、レジームシフトが高山植生に生じ得るパラメータ領域を解析し、既に生じてい
る場合は、“ゆらぎ”等の理論的解析の方法論を構築し、修復可能性についての検証を行
なった。最終的には、モデルの中での定量的解析は、同じ量の比の形で無次元化したパ
ラメータを使って行ない、空間スケールに依存しない条件で遂行し、特に、予めその無
次元パラメータ間の関係式（不等式）と実際のフィールドのデータ（土壌水分量の時系
列データ等）の振舞いとの対応関係を理論的に分類し、今回の対象現場である大雪で得
られたフィールドデータから無次元パラメータ間の関係式（不等式）を同定するという
方法を講じた。最後に、今後の植生回復のために「ササの刈取り」という方法論の具体
的な条件設定（刈取り期間、間隔等）を変えたときの成果を、フィールドの測定データ
（土壌水分量の時系列データ等）から推し量るために定量的なシミュレーションを行な
った。 
 



４．研究成果 
 （１）2015 年度 
 研究分担者の工藤の研究成果である大雪山での継続的な
ササの刈取り実験とその後の貴重な植生回復（図 1）とい
う事実に照らしたモデル解析として２つのシナリオを整理
して、各々のシナリオによるパラメータ解析を行なった。
この後の研究期間内でその中から具体的なシナリオを絞っ
てより現実的な生態系管理の指針となる理論的提言をする
ための基礎を据えることが出来た。ここまでの研究成果を
踏まえて、8 月には酪農大で、研究協力者である神戸大の
田中成典氏、蛯名邦禎氏、北大の原登志彦氏を招いて（公
開）研究セミナーを開催した。また、3 月には神戸大での
公開セミナーを本科研費研究と合同企画し、参加してくれ
た神戸大の複数の研究者に上記の本研究の到達概要を紹介
し、有益な助言を得ることができた。 
 
（２）2016 年度 
 数理モデルの中でのパラメータ解析（図 2）のために
研究分担者の工藤が大雪高山フィールドに土壌水分の自
動定点観測装置を設置して、「①ササの刈取り前」と「②
ササの刈取り後」の土壌水分の時系列データ（日単位）
を収集した。そのデータ解析から土壌水分の時間変動の
基本的な振る舞いが、数理モデルで事前に整理していた
無次元パラメータ間の関係式（不等式）と整合している
ことを見出し（図 3(a)）、モデルの信頼性の一端を検証
した。同時に①はで融雪水の流入の前半で最小値を持ち、 
後半で最大値をもち（図３(b)）、②では最大値を一つもつ 
のみ（図３(c)）という土壌水分の時間的振舞いの解析的な検証（数値解析による検証ではなく） 
から、刈取り効果を、モデルの無次元パラメータの大小関係で理論的に説明することに成功した。 
この成果は、2017年 2月に名古屋大学で開催された国際学会で発表した。 
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（３）2017年度、2018 年度 
 気候変動（地球温暖化）によって生じている可能性の高い大雪高山生態系の遷移（レジ
ームシフト）のモデル解析を、2105年度、2016年度の 2年間の研究結果の基盤の上に、フ
ィールド現場での測定及び生態系回復実験のデータと照合しつつ、更に現実的な形で行な
った。具体的には、モデルに含まれるパラメータをフィールド現場での測定データから現
実的な領域に絞り込み、また一部モデルの改良も加えて、説明モデルから分析モデルへ展
開し、定量的な解析を行なった。特に最終年度のモデル定量解析は、同じ量の比の形で無
次元化した数個のパラメータに集約した解析を行なうことで、フィールドのスケールに依
存しない汎用性の高い数理モデル解析となった。 
具体的には、以下のことが明らかとなった。 

１）これまで数値解析で立証してきた本研究解析のメカニズムの中核をなす融雪水の流入
期間の短縮による土壌水分の減少率の寄与の中で、「ササの蒸散率」と「それ以外の植物の
蒸散率と自然蒸発率の和」の大小関係によって、土壌水分のササのバイオマスへの依存関

図１：現地フィールドでのササの刈取り実験 

図２：パラメータ解析（ヒステリシス解析）の例 

        図３：無次元パラメータによる土壌水分の時間変化の解析 

(a)無次元パラメータの大小関係に基づく土壌水分の時間的振舞いと２つの分類 

(b)ササの刈取り前の土壌水分の時系列データ（フィールド）の無次元パラメータによるモデル解析 

(c)ササの刈取り後の土壌水分の時系列データ（フィールド）の無次元パラメータによるモデル解析 

 



係が逆転することが解析的に導出された。 
２）初期土壌水分量を積雪量で除した無次元パラメータを用いて、ササ刈取りによる翌
シーズンの初期土壌水分量の経年変化（上昇）を理論解析し、それに伴う高山植生の安
定相の相構造変化をグラフを使ってシミュレーション解析を行なう方法を確立した（図
４(a)）。この解析方法を用いて、ササの刈取り前の土壌水分量（初期条件）を変えたと
きの高山植物の安定相回復までの年数を解析し（（図４(b)））、ササ刈取り前の土壌水分
量とササ刈取り最中のシーズン最初の初期土壌水分量の測定値から、高山植生が安定的
に回復するまでに必要なササの刈取りの継続年数を推定する方法論を見出すことに成功
した。これらの結果は、2018年 10月フランスのレンヌで開催されたエコロジーの国際学
会で発表した。 
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